
論 説 

古代ギ リ シアの 私 彼奴隷 

- ァ リスト " ネ、 ，スの 奴隷たち - 

河 底 両 舌 

アリストパ ネエ スが演劇界で 活躍していた 紀 

元前 5 世紀の アテ ，ナイでは，数多くの 奴隷だ 

ちが自由市民の 各家庭で， さまざまな用途に 使 

用されていた。 この事実は， アリストパ ネ、 ，ス 

0 作品に登場する 奴隷たちの姿に 接することに 

よって，充分うかがうことができる。 彼らのう 

ち，国家の費用によって 公共のために 服務して 

いた者を公役奴隷とよび ，個人の費用によって 

個人の家庭で 使用されていた 者を私彼奴隷とよ 

ぶが u, 本論では 私 彼奴隷についてのべること 

にする。 

1, 召使の名称 

S1. 私徳奴隷と召使 

公役奴隷とおなじょうに ， 私 彼奴隷に対して 

もちいられる 奴隷の名称は ， 彼らが従事してい 

る仕事の内容によってほぼ 決定される。 しかし 

一人の奴隷がいくつか 種類の異なる 仕事をかね 

ることがあ って，同一人物でもいくつかの 名称 

で ょ ばれたり， また奴隷が市民とおなじ 仕事を 

するばあ いもあ るので，名称 仁 よってそれが 奴 

隷であ るのか市民であ るのかを判断すること 

は ，かならずしも 容易ではない 0 

1)  英語では公役奴隷を public slaves,st 、 te,laVes 
とよぶのに対して ， 私 使奴隷は domestjcSlaves, 

private slaves とよ び ならわしている。 日本語 
による呼称については ，拙稿『公役奴隷』 ( 関東 

学院大学文学部人文学会「紀要」第 6 号 p.23) 
を参照。 

たとえば， それが奴隷であ ることを確定し ぅ 

ることば 柁 Mog (dulos) ならば，奴隷と 市民と 

の区別はあ ぎらかであ るが， dulos ほく奴隷 ) 

の総称であ り，それによって 彼らの仕事の 内容 

を知ることはできない。 召使をあ らわすと ぎ 

には，下男，下僕，奉公人という 名称をふくめ 

て， d 田 os  のほかに援が p み noao レ (andrapodon), 

o 庇 i? ヮ 9(oiketes),m 沖舐 pais),6ep み て叫 (therap6n) 

ということはがあ り， 女   珪の召使なら 6rd だ 0 レ o9 

(d 這 konos)  ということばもつかわれる ，また 

d 刮 os  がく従者 )  あ るいほく家来 )  という意味 

ならば， pais,  therap6n  のほかに， d だィス 0 田 oS 

(akol Ⅱ thos),  5% ワ p ど Ⅰ ワ g  (hyP 壱 ret6S),  る こ き だ 0 レ os 

(diakonos)  も使用される。 しかも d 田 os  と 

andrapodon をのぞ L. 、 たほかのことはほ ，一般市 

民のあ いだで卑語としてつかわれ・るけれども ， 

それが奴隷を 意味しているとはかぎらないので 

あ る。 

アイスキ，ロスの [ 縛られ だ プロメ ヱテウ 

スコ で，ヘルメ エ スがゼウスの 使者として， プ 

ロメ ェテウス のところへ赴いたと ぎ ， プロメ ェ 

テウス から， 「おやおや， あ そこにゼウスの 使 

いの者が見えるぞ ， なりたてのわがまま 君主に 

つかえる， 例の使役 (d 逼 konon) だ 21 」とのの 

しられている。 この d 五 konon ( 対格 ) とよばれ 

る使者は，奴隷ではなく ，れっきとしたナ サュ 

ムポス の神であ る。 

2)@ Aischylos ， Prom ， 952   
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ことばに よ るあ いまいさをさげようとすれば 

アイスキ ネ、 ヱス のように， ゼヵ四 %0s %pd0z0g 

o ん ir ヮ g, な姥 九の 9"" 「国家の公役の 下僕であ る 

人間」というぐあ いに， &"8p の 屋 0S く人 ) が oZ,i,7s 

く 下僕 ) であ り，しかも鋤が 允 foS く 公役の ) とい 

う 形容詞で限定し ，さらに ? 偲 mo/e 仮く 国家の ) 

ということはによって ，主体の性格を 明確にし てゆくという 方法が必要になってくるだ る あノ 

そ う すればく公役奴隷 ) という， まぎれもない 

一人物が目のまえにうかびあ がってくることは 

たしかであ る 0 これほどでほないが ， アリスト 

パ ネ、 ヱス の作品でも， "Zu,d ㎡ ス 0 ㎡ 0 レ 6 と 々ん 0 レ 0 レ 4)" 

「使役の家来をかかえておくために」といらよ 

うに， 技んィス 0 田 0 レく 家来 ) と 6 と & ん 0 レ 0 レく 使役 ) と 

を かさねて，その 意味を明確にしている 例があ 

る。 

たしかにこ う でもしないと ，一諾だけでは 正 

確に人物を判断しかねるばあ いがあ って，古人 

の註釈においてすらも ，人物の決定に 混同が 見 

られるほどであ る。 T 蛙 』のなかで， ディナニ 

ュウソ ス が エウリィピデエ スの家を訪問したと 

き，それに応じて 出てきた人物は ， アイアコス 

であ るという解釈、 と， 名もない奴隷であ るとい 

う 意見と両説があ る つ 0 アイアコスをあ げてい 

るのは，アリストパ ネエ スの scholia としては伝 

統的にもっとも 信頼されている Ravenna 本で， 

これに対し， Venetus 本では奴隷 (therapon) を 

あ げている。 言うまでもなく ，アイアコスは 冥 

府 において裁判 係 をつとめる英雄の 名であ る。 

このような例は ， あ とでふれる F アカルナイの 

人 びと』のなかでも 見られる。 しかし，上例の 

解釈のくいちがいは ， く 奴隷 ) という名称から 直 

接に生じる 温 き L とは別の間 題 かもしれない。 そ 

れはことばの 解釈、 と同時に ， 主としてアリスト 

しては， まえにもふれたよらに ， く 奴隷 ) 一般 

をあ られすことばとして ， もっとも普通につか 

われていた⑪。 終日， 自由を う ばわれたまま 主 

人 V こつかえている 彼らが，家庭の 日用品の一部 

と見なされていたことは ， アリストテレ ヱス が 

「奴隷 (d 田 os) は一種の生きた 品物であ る。 下 

僕 (hyPeretes) はすべていろいろな 道具のまえ 

に存在する道具なのであ る " 」 と言っているこ 

とからもうかがえる。 

and 「 aPoda ( 人間の脚をもったもの )8) という 

ことばが， アリストテレ ヱス の別の例に見られ 

るように，「 へ ，パイストスの 三脚台 (t 「 iPodaS)97 」 

ということばから 連想されるものであ るたら， 

それはまさしく 道具の一種というほかはないだ 

ろ う 。 つまり，家具財産の 一部としての 道具は， 

また同時にそれを 使用する主人の 行為に属する 

道具でもあ る。 アリストテレ ヱス は一般的な所 

有財産の一部としての 道具を d Ⅱ los ( 奴隷 ) と言 

い，使用者の 行為に関する 道具として hype,etes 

( 下僕 ) をあ て，結局，奴隷とは 使用者に対するい 

ろいろな道具となるような 下僕であ るのんだ㎡ 

0  60 仮 og  y 在 りリ iT79 てのレ 宕 p る 。 S  てうレ右 p ゑ f とレ '0 ， )  と 

考えている。 そうであ るたらば，道具としての 

dulos あ るいは andrapoda であ らわされるもの 

が，他のいくつかのことばであ らわされる下僕 

( 一般的には召使 ) となるには，その 中間に使用 

者がかならず 介在しなければならない。 使用者 

( 主人 ) のつかいかたによって ，く 奴隷 ) たちは 

ま さ ざまな用途をもっ く 召使 ) になるわけであ 

6)  く 奴隷 ) ということばの 意味するものが ，古代 ギ 
リシアと近代とでは ， あ る面で非常にくいちが 

っているということは 言えるが， dulos を奴隷 

(sIalve) と訳すべきではないとする Lau Ⅱ er の意 
見は行きすぎであ ろう o (Finley,A れ cie れ tS ぬ we 
an は MOo み de ㍑ ょは d.,eology ノ ， Chatto &  Windus, 

，くネ、 ヱス の喜劇を構成する ，もっと重要な 作劇 

法と関連することがらでもあ ろう。 

ところで， d 丑 los と andrapodon の二話に関 

3)@ Aischines ， KATA@ TIMAPXOY ， 54   

4)  Ar 。 五 %. 73   

5)@ Ar ， ， Ba ． 464   

London,  1980 ， p.69  で Lau 且 er  の意見が紹介 

されている 力 
7)@ Arist ． Pol ． 1253b ， 34   

8)  乃仮 ・， 1253b,  36   

g)  V.Ehrenberg  は tetrapada( 四脚台 ) と 村上 ヒ して 
いる o  T ル正 90 申ル 0 Ⅰ 且 nisto 少ゐ &ne タ ， Schocken 
Books ， New@ York@ 1962 ， p ， 165   

10)@ Arist ，， op ， cit ，， 1254b ， 8. 
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る 。 しかし，そこには 生産者としての 奴隷の役 

割 は 厳密に排除されている "' 。 

実際には，奴隷たち ほ 生活の自由を う ばわれ 

ながら，主人に 道具としてつかわれていた ぽ か 

りでなく， みづからも道具をつかい ，生産者と 

して船や 車 ， 靴 ，煉瓦等をつくり ，バンを焼 き ， 

革をなめ し ，裁縫 し ，畑を耕したりする 0 こう 

して，彼ら ほ 主人や家族への 強制された奉仕者 

となり，主人とおなじく ， あ るいは主人以上に 

使用者としての 行為を発揮していた 面もあ った 

ことを見のがしてほならない ， 2,0 この ょう なこ 

とから，奴隷に 関する名称は 一見単純であ る よ 

う におもわ " ても，使用者と 奴隷および仕事と 

の関係のなかでとらえられると ，かなり複雑な 

性格をおびて L 、 ることがわかってくる。 アリス 

ト " ネ、 ヱス の作品にあ らわれる奴隷たちのさま 

ざまな言動は ，たとえ作為的に 誇張されあ るい 

は虚構をまじえているとしても ， それが奴隷と 

いう枠内で表現されているかぎり ，当時の社会 

的 類型がら逸脱したもので は あ りえないだろ 

ふノ したがって彼らに 冠せられていた 名称 は， 

それぞれの仕事にむすび ついた 奴隷の性格をあ 

らわしていると 考えてさしつかえあ るまい。 

S2.  召使と家族 

奴隷たちが仕事をする 場所としては ，家屋の 

内部と外部とがあ り， また仕事の内容から 言え 

ば， 彼ら ほ 生活の道 具 ( アリストテレ ヱス 流に 
  
言えば行為に 関する道具 ) であ るのか， あ るい 

11)  ァ リストテレエスは 行為と生産とを 区別し，奴 
隷は行為に関する 所有物であ って，生産と 無関 
係な道具とみなす ( サ ・ c ゎ ・， 1253b ～ 1254a) 。 そ 

れほ奴隷を人間としてで は なく，動物として 考 

えたときのみなりたっ。 しかし，現実には ， 奴 

隷は動物でばなく ，人間であ ると彼もみとめて 
いるのであ るから， この論は非現実的であ ると 

言わぬ ぼ ならない。 
12)  ブラト すン はⅡ法律 団 のなかで，奴隷の 方が兄弟 

や息子よりも 徳にすぐれ，主人や 家族，財産を 救 
った例が数多くあ ることをのべている (NOo 挽 ・， 

V1, 776D.) 。 奴隷が生産者であ る例はかならず 
しも多いとは 言えないが，ことに Ar., 月 Z.,512 
～ D b.-1h 

は 生産の道具として 考えるかによって ， 彼らの 

性格をあ る程度分析することができるだろう。 

家庭内で召使といえば ，ひろい意味で ，奴隷 

ということはと 大体おなじであ る。 ただし，家 

庭で働く召使を 屋内と屋外とにわけて 彼らの 仕 

事を限定すると ，屋外で労働する 者，たとえば 

旅の従者， 荷物運搬入， 護衛， 農夫， 鉱夫な 

どは召使ということばの 範囲からほずれてしま 

う。 いまここに，奴隷の 名称とその役割との 微 

妙な関係をあ られす，興味ぶかい 例を見ること 
ができるⅣ。 

カリナ オ ン 

なんとつらいこった ， ゼウスさまに 神がみ 

さま，気のふれた 主人の奴隷 Cdulon) になる 

とはね。 だってどんなにいい 忠告を奉公人 

(therapon) が申しあ げだところで ，当の持ち 

ぬ し にそれをする 気がないとなれば ， きまっ 

て奉公人がとんだ 目にあ りことになるんだか 

ら 。 なんと言ってもこのからだをうごかして 

いるのは木人じゃなく ， それを買いとった 者 

だというのが 運の定めだからね。 

    ，   … … … … … … … … … … … ‥ 

あ っし ほ も う だまったままじゃいませんよ ， 

旦那。 L やたいあ っしたちはどういう 奴のあ 
  

とに従いてまわっているのか 言ってください 

な， でな け りゃ，めんどうなことになります 

ぜ 。   

クレ ; ュ ロス 

いや， おまえには隠しやしない よ 。 わしの 

召使 (oiketon) のなかでは，おまえが 一番信 

用できるし， それに盗みの 名人とぎているか 

らな 。 

これは F 福の神』の序幕の 一部であ る。 この 

話のなかで， d 田 os,therap る n,olke 億 s という 三 

つの奴隷をあ らわすことはがっかわれている ， 

ヵリ オォ ン は奴隷で， クレ ， ，ロスは彼の 主人 

13j  Ar., f?z.,  1 ～ 27   



18@ (18) 横浜経営研究 第五巻 第 1 号 (1982) 

であ る。 二人はアスクレ ヱピ オスの神殿に 参詣 

して， いま アテエ ナ イ に帰ってぎたところだ 

が， まだ旅装をといているわけではない。 カリ 

オオ ンの意識のなかには ， ながい道中，主人の 

おともをしてきた 奉仕者としての 自分の姿が 想 

いえがかれていたにちがいない。 

冒頭の出だしでは ，奴隷 (d 田 on) ということ 

はをつかっても ， まだそれが自分であ るという 

よりは，一般的な 奴隷の立場を 考慮して話して 

いる。 しかし，話が 具体的になり ，それまでお 

さえていた感情が 一気に高ぶってくると ， お 

ともとしての 自己が前面におし 出され，奉公人 

(therapon) という立場がことばにからみつく。 

dulos から therapon へと名称が移行したのは ， 

カ リオ オ ンの心的変化をしめすものであ ると同 

時に，奴隷が 従事する仕事の 内容の変化をもあ 

らわしている。 

ここでつかわれた therapon というのは，主 

人の付き人として 奉仕する者であ る。 たえず 一 

人の主人のそばにつきそって ほ たらくのが 

therapon の役目であ り，屋内でも 屋外でも助力 

者としての性格がつよい。 子供や乳児の 世話， 

あ るいは家庭の 主婦につかえる 者であ るなら 

ば ，屋内の仕事が 多いが，そのぱあ いには， く 子 

守り ) く 乳母 ) という よう に，それに応じる 名称 

があ る 0 それについてはのちほどのべられるで 

あ ろう。 

さて，上の例で ， クレ 、 ュ ロスが「わしの 召 

使 のなかで，おまえが 一番信用できる」 と言 う 

とき，あ きらかにこの 主人は，自分の 家のなかで 

仕事をしている 奴隷たちを俳頭においている。 

彼らが oiketai ( 複数主格 ) ということはで ょ ば 

れるの ほ ，それなりの 理由があ るはずであ る。 

く 召使 ) ということばは 主として家事に 従事す 

る者を想起させるが ，その仕事の 範囲は屋外よ 

りも屋内労働一般に 通じる よ うにおもわれる。 

oiketes は元来 く家 ) に住んでいる 者をあ られ 

し ，かならずしも 召使や奴隷の 意味をふくんで 

はいなかった。 ヘエ ロドトスの例に 見られるよ 

う に，それほ家族，ことに 妻や子供たちをあ られ 

すことばとしてつかわれているⅣ。 アリストパ 

ネヱス でも，「お お ，主神 (despota) ディオニュ 

ウソ ス さま，わたしが 家族 (oiketon) ともども 

これから送りこんで 犠牲をささげますこのおご 

そかな行列を ， 御 嘉納くださいますようにⅣ」 

と 一市民のディカイオポリスが 祈願をこめての 

べている一節から 知られることは ，たとえその 

行列のなかに 奴隷がまじっていたとしても ，そ 

の祭が彼の家族を 主体にしておこたわれるもの 

であ ることはあ きらかであ る。 彼はそれにつづ 

くせりふのなかで ， 自分の娘に対しては 聖寵を 

はこぶ役目を 言いつげ ， 妻にはこの祭を 見物す 

るよさにと命じている。 さらに，二人の 奴隷に 

もそれぞれ祭の 役目をあ たえている。 つまり， 

この oiketon ということばであ られされる人び 

とは，主人 ( ここではディオ ニ ，ウソ ス ) の召 

使としてつかえる 者であ り， 同時にそれは 自由 

市民の家族でもあ るという二重の 性格をもって 

いる。 

丁蜂団 では，裁判好きの 父親に対して ，つぎ 

のように息子が 忠告している 場面があ る。 「そ 

れじゃ， とにかくあ なたはそんなことをするの 

が楽しいのなら ，あ そこへはもう 出かげないで ， 

この家のなかにいて 家族の者たちに (oiketais) 

裁判をしたらどうです。 ， 6, 」ここでも oiketais 

( 複数与格 ) ほ ，奴隷ではなく 市民としての 家族 

をあ らわしている。 しかも彼の家のなかでひら 

かれる裁判では ，奴隷たちも 告訴人になる よう 

息子からすすめられるのであ る 0 いよいよ裁判 

がひらかれるとき ，息子は「お お ，御主人であ 

る (despot,) 王 さま」とよびかけて ，開廷のし 

きたりになっている 祈祷をささげる。 あ たかも 

自分たちがその「御主人」の 召使であ るかのよ （ ノ / 

14)  Hdt., 4,  106,  142.  その他これに 類する例は， 
Xenophon, Cy,r., 4.2.2, 悲劇では Aischylos, 
且 9. 733, Sophokles, Trr., 908, etc. 

15)  A,. 九 %., 274 ～ 49. 

16)  Ar. Spph., 746 ～ 66. 

17)  oiketes ということはが ，つねに主従関係をあ ら 
わすことば ( たとえば despotes  く 主人 刃 ととも 
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笘 3.  召使の二面性 

oiketes ということばは ， 家 。 こ 住んでいる者 ， 

つまりく家族 ) をあ らわす一方，その 家族がっ 

かえるもう一つの 対象をもあ らわしているのは 

興味ぶか い 。 語形の面から 見れば，家族のばあ 

ぃは 複数形で ，っ かえる者たちは 単数複数 い ず 

れの形でもつかわれるのが 普通であ る。 

一つのことはが 両義性あ るいは多義性をもつ 

ことは，現実問題としてそのことばがっかわれ 

る 対象の う ごかしがたい 相違と類似性にもとづ 

くものであ ると同時に，そのことばの 使用者の 

心理や価値観によって 生じるものと 考えられ 

る 。 

アリスト ノ く千 エ ス とほ : ま 同時代のプラトオン 

@ ヘ @ 奴隷に対する 処遇のしかたについて ， なる 

べく思いやりをかけ ，体罰をくわえない よ 引こ 

との べながら，他方では 法にそむく奴隷には 厳 

罰 をもってのぞむべきであ ることを説いてい 

る ⑧。 これは一見矛盾している 発言であ るが， 

当時の ァテ，ナイソ、 の 奴隷評価に対する 不安定 

な心理状態をあ らわしている 意見とも言えるだ 

ろう。 事実， プラト オ ン は この不安定な 気持を 

アテエ ナ イ から来た客人の 口を通じて語って い 

る 0  「 ソ、 問という家畜 は なかなかやっかいなも 

ので， 必然的な区別，つまり 奴隷と自由 ノ 、 であ 

る 主人とを事実上区別することに 対して， あ き 

らかに自分がり っ ぼこ役立ちだいとも ， またそ 

う なりたいともおもっていないのです。 ， 9) 」 

自由人であ る 主ノ 、 と奴隷との区別をするのは 

当然とおもわれる 時代であ っても， なおかつ 一 

般 の 人 びとのあ いだ で は ，両者の関係を 支配者 

と被 支配者， あ るいは所有者と 所有物という ょ 

（ ノ ト に 割りぎって考えることは ，いささか難点が 

に 使用されるわけではない。 アリストバ ネエ ス 

ではく家族 ) をあ らぬ す もう一つの 例 (B&.,982) 
において， 主ノ 、 とおぼしき人物が 家族の者をど 

なりちらすよさすが 描かれているが ， これも 主 

人の目から見れば ， 家族が召使のような 存在と 

見 なされたと考えられよ う 。 

18)  『法律』 776B ～ 778A  および 914A ～ 915D   

Ⅰ 9)  0 尹 ・ c わ ・， 777B   

あ ったと言わざるをえない。 このように人間を 

生きた所有物としてとりあ つか ぅ のに，多少で 

もためらしが 生じるときに ， く 召使 ) は主人の 

目から見ると ， く 家族 ) のなかにまぎれこんでし 

まう結果になる。 

しかし，召使たちが 自由人の家族でなめこと 

は，現実に彼らが 家庭の仕事にだずさわれば 一 

目瞭然であ る。 彼らはっねに 主人に命令され ， 

命じられた仕事をするほかはない。 召使だちは 

自由人の家族のもとで 行動し，労働するとき ， 

主人の hyperetes ( 下僕・手下 ) となり，あ るいは 

therap6n ( 奉公人 ) となり，あ るいは diakonos 

( 給仕・使役 ) となって，みずからも 道具をつか 

って主人の助力をするのであ る。 

oiketes がく家族 ) から峻別されてく 召使 ) で 

あ るのは，彼らが 主人や家族から 独立してでは 

なく，つねに 主人や家族に 隷属して行動し ，生 

産せざるをえない 性格をもっているからにほか 

ならない。 それゆえ主人と 石使とのあ いだにほ 

たえず心理的な 緊張がみなぎっていて ， 主人ほ 

召使の行動を 監視し， これを家にひきとどめ よ 

う とし， 召使は当然，主人の 束縛からのがれよ 

う とする， oiketes はこの ょう に相反する二つ 

の 性格をもつことばなのであ る， 

oiketes が召使と家族との 不安定なむすびつ 

ぎをあ らわしているとすれば ， そのもっとも 典 

型的な現象は ， 召使の逃亡という 形であ らわれ 

る。 

逃亡は奴隷のしばしばこころみる 方法であ る 

が，主人にとってそれはもっとも 警戒すべ き 奴 

隷の反抗であ った。 召使に対してきびしい 処遇 

をするか， あ るいは思いやりのあ るとりあ つか 

い なするか， という不安定な 心理状態へ主人を 

追いこものも ， 召使の逃亡が 大きな原因をなし 

ザい， 、 @@, " 

アリスト " ネヱス の『騎士 よ のなかで，一人 

の召使が日ごろの 虐待にたえがね ，「なにか主人 

0 目をごまかす 遁 づら節でも考えてくれ」 と同 

輩の召使に言 うと ，その相棒は 即座に「に げ 」 

ということはのあ とに「 だ そ う 」 とつづげて 言 
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わせる 期 。 つまり 「脱走」という 暗示をあ たえ 

るのであ る。 この二人の召使の 意図は，喜劇特 

有の手法によって ，直接観客にもうったえられ 

るが，一般市民の 観客 は そのう つ たえを拒否し 

ていないようすが ，召使たちの 話すことばから 

推察できる。 ということは ，奴隷の逃亡 は つい 

て，市民の関心がかなり 高かったことをしめし 

ていると言えるだろう。 

『 雲 」では，召使に 対する主人の 歎ぎの独白 

がき かれる。 「も う とっくに鶏がないたのを わ 

しはぎ いたぞ。 それなのに召使たち (oiketai) と 

きたらまだ 寓 しびきだ。 以前はこんなじゃなか 

ったのに。 畜生，戦争のやつめ ， なにもかもそ 

いつのせ いだ ， わしが自分の 召使たちをこらし 

めることさえできないなんて。 ", 」 

これは召使をたた き おこすこともできない 主 

人のいらだちをあ らわしているのだが ， なぜ主 

人は召使たちをこらしめることができないの 

か 。 この主人が言っているよ う に，原因は戦争 

( ペロ ポネ ，ソス 戦争 )@ あ る 物 。 戦争において 

は， とくに敵方の 攻撃に乗じて ，多数の奴隷が 

しばしば敵方に 逃亡したことほ ， 奴隷所有者に 

とって見すごすことのできない 事実であ った。 

トゥキュ デ イデエ スは， スパルタ人のアッテ 

ィカ侵攻により ， 2 万人以上の奴隷，ことに 家内 

労働の奴隷が 逃亡したことをつたえている 23)0 

また奴隷たちは 戦争で功績をあ げれば，その 後， 
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主人の手をはなれ 自由の身になり ぅる 道もひら 

げていため。 いずれにしろ ，主人が召使を 厳重 

に監視するか ，手加減をくわえるかという 気づ 

かいは，奴隷所有の 是非とともに ，つねに不安 

定な状態にあ ったにちがいない。 

逃亡が召使のとり ぅる 最大の反抗であ るな 

ら，家族の者 ( 主人 ) がしめす召使への 圧力は， 

体罰， ことに殴打であ る。 

一般的に dulos という名称は ，あ らゆる仕事 

に 従事する奴隷に 対してもちいられるが ，召使 

に関して言えば① ，ァ リストパ ネ、 ，スの ばあ い， 

oiketes とならんで 赳欠 (pais) という語が，集 

中的に数多くつかわれているのに 気づく 檎 。 

pais ( および paidion) はく子供 ) という意味 

で ，息子や娘，あ るいは少年，少女をそのなか 

にふくさが，そのほかにとくに 奴隷をよびつげ 

たり，仕事を 命じたりするときに ， しばしばつ 

かわれる。 小さい子供という 印象が幼稚さをあ 

らわし，さらに 卑小化されて ，奴隷とむすび つ 

いたと考えられる 2 れ 0 

『アカルナイの 人 びと』で， ラマコス と デ イ 

ヵ イオポリスがそれぞれたがいに 張りあ って， 

自分の召使にむかって 用事を言いつげている 場 

面 では， pai ( 呼格， pai, pai とかさねることも 

あ る ) が多発される。 
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古代ギリシアの 私 彼奴隷 ( 河底両舌 ) (21)@ 21 

ラマコス 

おい，おい (P 引 ， P 引 ), ここに兵糧 箱 をもち 

出してくれ。 

ディカイナポリス 

おい，おい (P ㎡， P 引 ), ここに弁当箱 をもち 

出してくれ。 

ラマコス 

タイム入りの 塩をもってこい ， おい (Pai), 

ほんにくもだ。 

ディカイオポリス 

わしに は 魚の切り身だぞ ，ほんにく・は・まっぴ 

らだ。 

ラマコス 

塩魚を一包みもって き てくれ， おい (pai), 

デ干い やっだぞ， お 。 

ここに見られる pai ということはは ，すべて 

召使にむかって 発せられているが ， もちろん， 

よび かげのことばでない 例もあ る。 上の話のつ 

づきで，「わしとこいつ (pais) とは先ほどから 

口論しているのだ 29, 」とディカイオポリスがラ 

マコスに弁明しているところがあ るが， この 

pais は召使であ る 8 。 ) 。 pais の小群 paidion も 多 

くつかわれるが ，アリストパ ネ、 ，ス では，その大 

部分が文字どおり「小児」の 意味であ り，奴隷 
としてつかわれているのは 数例にすぎない㊤。 

pais が奴隷と関連づげられる 一つのヒントと 

して， ァ リスト " ネ、 エ ス は 「どうしだのだ ， ち 

び さん，たとえ 老人でも， な ぐられる奴ならち 

びとよんだっていいんだからな」 と， コロスに 

言わせている "' 。 

28)  Ar., Ach.,  1097 ～ 1101. 
29)  op. cit.,  Ⅱ 14. 

30)  ほかに H ゆ ・， 1385,  B は f.,  Ⅱ 6, 624. 
31)  N 「 e タ A.,  132,  B 乙 ・， 37.  また 舟坊 ，， 408.  の 
" 昭 Oc, は は B.B, Rogers  や MacDoweIl は「 子 
供たち」と解釈しているが ， Starkie  が半ば 疑 
問を呈しているよ う に， これは子供というより 
は奴隷たちと 考えるべきだろう。 「大声で知ら 
せろ」と，伝令の 役目を命じられるのは ，奴隷 
にふさわしいのだから。 

32) こ杣 ・， 1297. 

日常生活で，奴隷が 主人に殴打されるのは 当 
然のこととされていた。 ことに法廷において ， 

主人が有利な 証言をえるために ， 自分の召使を 

拷問にかけ ろ のは，公認されていた 常套手段で 

あ る， 3) 。 子供たちも学校ではきびしい 教育を ぅ 

け ，もしも怠惰であ るばあ い には，容赦なく 

「殴打され， 苔う たれ た " 」と言われる。 殴打 

される点では ，その理由がなんであ れ， 自由人 

の子供も召使も 相違はなかった。 しかも ァ リ ス、 

トバ ネ，ス のせりふでは ， 駄 じやれでほあ って 

も，ては ね ( 子供 ) と箱 は CE, レ ( 殴打する ) とが連 

想されるように ，たくみにむすびつげら " てい 

るのであ る㈲。 

S4.  奉 仕 

字句のうえから 召使と家 " との関係をのべた 

ときに㏄ 2.), カリ オオ ンという人物が 登場し 

て，主人の クレ ; ュ ロスに願いごとをうったえ 

ている場面を 紹介した 0 そのと ぎ ， カリナ オ ン 

は d 田 os ということはを ， therapon ということ 

はにかえて， 自分の立場を 暗示しょうとした。 

このことについて ， もう一度ここで 考えてみた 

い 。 

なぜ dulos から therapon へ 移行したのか。 

たびたびのべる よう に， duIos は一般的に奴隷 

を意味する。 それ以外に意味するものがなく ， 

地楡的にもちいても「財産 か 運命の奴隷 婬 」と 

いうぐあ いに，やはり ，隷属的な意味しかもち 

えない。 しかし， therapon のばあ いは，元来， 

強制されて支配される 意味はなく，むしろみづ 

からすすんで ，なにものかに 奉仕しょうとする 
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意図をふくんでいろ。 軽蔑の意をこめた pais と 

は対照的なことばであ る。 ァ リスト " ネヱ ス よ 

りもふるい時代，たとえば 前 8 世紀ごろでは ， 

奴隷であ るよりも， むしろ人間的になにかす ぐ 

ね た ノ、 格や技術をもっている 者が， 主君の助力 

者として奉仕するのが therapon であ った。 

て e ひアピ ， ㏄ る e ， ヮ甲， ㏄ ，， 旺 こレ eZ ん ㏄ レ抑逼 。 ， p ヲ りが Of タ ep は花 ， 。 レ Ⅰ 5S7) 3   
( 船具類は気力すぐれた 付き人たちがはこび 

去った ) 

， 尼 So ぬ Oe,paT:oWe,  6 ぱザ Uo レ e  8 ぱ ， 印 。 au" ばの ",8)   
( そして肉切りの 技術に年季をつんだ 二人の 

付 きノ、 ) 

， あ ， p は ，， p あ Q 印み 冗 o 。 r, 』，なが， ra ス ， 0 ， 0r, 。 鮪勃 。 39)   
( 大いなるゼ タ スの力強い付 き 人になった ) 

この例にも見られるよ う に， therapon には卑 

小な暗い影がないどころか ，誇り高い存在すら 

感じられる。 ことに主神ゼ ウ スにつかえる 付き 

人となることは ， この う えない名誉と 言えるで 

あ ろう。 therapon の本来の姿は ，このょ刃 こ 神 

の奉仕者としてつかえることであ ったと考えら 

れる。 

「武神アレ エ スにつかえる 者 (therapontes), 

ダァ レイオスの英雄だち よ 。 0 ，」 という例もそう 

であ り， アリストパ ネ、 エ スの劇のなかでもⅡ イ 

イリアスコからの 引用として，「 ムゥサ ( 詩の女 

神 ) の 敏速な奉仕者 (therapon) 如 」と鳥の詩人 

がうたっている。 

神に奉仕するのは 人間だけではない。 神話の 

世界では，ゼウスを 最高頂点とする 他の神がみ 

が，ゼウスに 奉仕することはよく 知られている。 

『 鳥 」において，ゼ タ ス は 最高神であ るが， 自 

  
37) Homeros, Od., 16.326. A. T. Murray は 

"proud squirs" と訳、 し ，高津春繁 訳 ではおなじ 
く「誇り高い 従者たち」，呉茂一課では「意気の 
旺 んな属従の者 ら 」となっている。 

38) 辺材・， 16,253. 
39) ゐ id., 皿 ・ 255. 

40)@ Horn ． ， II ． ， 2-110.@ cf ． ibid ， ， 19-47   

41)@ Ar ． ， Or ． ， 909   

分の頭上に鷲をのせているし ，その娘の アテヱ 

ナ 女神もそれにならって 臭をいただき ，息子の 

アポロ オ ンも「付き人 (therapon) よろしく 隼 

をのせている 4,, 」とのべられているが ， アポロ 

オ ンも押界においてはゼ タ スの奉仕者なのであ 

る 。 

たとえ奴隷の 身分であ っても，神に 身をささ 

げ奉仕すれば ， だれもその者を 卑しめることは 

できないという 考えは，ただギリシア だ げにあ 

った ね げではない。 ヘエ ロドトスの紹介に よ る 

と ， アレクサンドロス ( パリス ) が， ヘレ ェ ネ 

ェを う ばって故国トロイアにむかう 途中，暴風 

に出あ い， エジプト ヘ 漂着したが，そこに へヱ 

ラクレエ スの神殿があ って，その社殿へに げ こ 

んで神に奉仕する 者は，身の安全を 保証される 

ということを 知ったアレクサンドロスの 従者た 

ちが， みんなこの社殿へに げ こみ，主人に 反抗 

したという話がつたわっている 43)0 

奉仕するという 姿勢は，人間が 神につかえる 

だけでなく， しだいに神からはなれて ，人間 対 

人間の関係のなかでも 見られる ょ 5 になる。 そ 

の一つの典型は 英雄たちの世界であ る。 パトロ 

つ
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 ロスは， このパトロクロスのことを「足の 速い 

アイアコスの ，息子 ( アキレウス ) の勇敢な付 き 

人 (the 「 aPonta)44, 」と う たっているのであ る。 

また， アキレウス自身の 口からも「私たちの 什 

き人 ( ぢ ， U 臼甲 0? 6 印ば在の p)45, 」と よ ばれ， この 一 
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42)  ibid., 516. 
43) Hdt.,2 Ⅱ 13. 神につかえる 者が神聖 祝 されたこ 
とは， ホメエロスには 数多く見られる。 アポロ 
オ ンの神官クリュ セィス の娘が， アガ パ ム / オ 

ンに辱められたため ，アポロ オ ンは，ギリシア 軍 

に疫病をはなって 罰したのもその 一つ。 切 ・ ェ ・ ) 

44)@ Horn ， ,@ II ． ,@ 16-165;@ 18-152   

45)@ ibid ． ， 16-244   



古代ギリシアの 秋後奴隷 ( 河底両舌 ) (23)@ 23 

therapon ということばは ，もちろん主従関係 

において っ かわれるのが 本筋であ る。 敬愛する 

者と 敬愛される者との 関係は，英雄時代あ るい 

は 貴族制時代においてほ ，従臣と主君とによっ 

て 代表され，ホメ ヱ ロスのえがく 叙事詩の世界 

では ， それがすっかり 定着している。 先にあ げ 

だ 例もその一部であ るが，主君 対 従臣の関係に 

なると， 神 対人間に見られるふかい 敬虔さほ う 

すれ， 支配 ガ の方がしだいに 浮き出てくる。 

メトロクロスが 戦場で討死し ，その葬儀準備 

な する場面で， アガ メムノオ ン王は部下たちに 

薪 をあ つめにやった。 そのとき，部下たちの 指 

揮 者に「敬愛にみ ちた イィ ドメネ、 タ スの付き人 

(the 「 aPon),  メヱリオネ、 ヱス 46, 」を任命してい 

る 0 4 々。   メ 子ウ ス はクレタ 島 出身の領主で ， 

槍の名手として 名がきこえていたが ， メ ，リオ 

ネ、 エ スも彼と親類関係にあ って，武勇にすぐれ 

た 英雄であ った " 。 両者とも肩をならべるほど 

の 勇敢な将軍であ るが， メェリオネ 、 エスは イィ 

ド メネタ スの奉仕 役 になって，主従の 関係でむ 

す ばれている。 ところが彼は 一方で従であ って 

も ， 同時に他の部下たちの 主でもあ り，完全な 

隷属的地位にあ るわけではないことに 注目すべ 

きであ ろう， 

これは the 「 aPon のもつ一つの 性格であ る 48, 。 

神への ";, 愛も主君への 忠誠も自発的な 行為であ 

り ， しかも隷属的でほない。 この共通の基盤 は 

保持されながら ，敬愛の対象であ る神と，忠誠 

0 対象であ る人間とのあ い だには，それ・ぞれの 

奉仕者の概俳ががたちづくられてゆく。 奉仕者 

0 行為は神につかえ ，神を礼拝することと ， 人 

間 ( 主人や家族 ) の世話をすることによって あ 

46)@ ibid ． ,@ 23-113.@ 124   

47)@ ibid ・ ， 2-645@ sq   

48) Hom., Od. は 3 セ 65) でイタケ ェ の領主オデュ 
ッセヴス が自分の身のうえを 語っているなかに 

「私 は トロイア人の 土地で ， 彼の父親 ( サイド   

メネウス           こころよくつかえて (therapeuon) 

その付き人になるようなことはしないで ， 他の 

部下たちを指揮していた」 という話があ り， 両 

面の行為をいり ぅる 立場にも， 自発性と非隷属 
  性 三があ らわれている。 

ら わされ，神に 対しては清浄な 敬虔，敬慕の 食 

として上昇し ，人間， ことに主人に 対しては， 

世話をやくことから 脚 気 嫌 とり，追従へとおち 

こんでしまう。 

アリストバネェ スと 同時代の りュシアァス 

は， ア ンドキ デエ スという男がおかした 神に対 

する不敬な行為を 告発する弁論のなかで ， 「こ 

の男 は われわれが認めている 神がみを，つまり 

心から敬慕して (therapeuontes) 身を清めたわ 

れわれが犠牲をささげ 祈祷するその 神を ，ふ み 

にじったのです 如 」 とう つ たえている。 それに 

対して，アリストパ ネ、 エ スの「騎士団の 例では， 

デェ モス ( 民衆の意 ) という主人につかえる 二 

人の召使が，追従のうまい 新参の召使に 先をこ 

され，主人を う ばわれてゆくのを なげ いてこ う 
  
言っている。 「あ いつは，おれたちを 追いやっ 

て， ほかの者に主人の 世話をさせよう (thera- 

peuein) としないんだ。 0) 。 」この二つの 例は ， 神 

と人間という 相違はあ っても，その 対象とする 

主人に奉仕する 行為は共通している。 しかし一 

方は敬虔によるものであ り，他方は追従による 

ものであ る。 

奴隷によって 奉仕される主人は ，けっして 英 

雄 でも神でもなく ， ごく平凡な市井 大 であ るの 

で，奴隷だちから 敬慕されることは 最大の誇り 

と感じ， 自分にすすんで 近づいてくる 召使に対 

しては好意を ょぜ たがる。 「騎士 コに 登場する 

主人はその典型であ る 棚 。 しかし主人から 見だ 

召使だちは，彼らがどんなに 敬愛をこめて 奉仕 

しょうと，奴隷であ ることにはかわりはない。 

したがって， 主人の口から 召使にむかって 

therapon という名称で ょ びかけることはなく ， 

49 Ⅰ Lysias, KAT, ANdoK Ⅰ 力 OY ASEBEIAS 

Ⅱ不敬の者，アンドキ デエ ス弾劾」 51. 

50 Ⅰ A,., H ゆ   ， 59. ほかに，「なんと 言っても，お 
え L がこの主人をやしない ， お世話だってします 

(therapeu ⑤」 (ibid.,799. 泣 いう パブラゴ ニア人 

のぜりふや，「 デェ モスの旦那，あ つしは旦那の 
面倒をよく見ますよ (therapeusokalos) 」 ( め仮 ・， 
1261.) という豚肉屋の 例も，これとおなじ 行為 
に属する。 

51) ibid.,  728  s0. 
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d 田 os か oike 比 s か pais かあ るいは他の蔑称。 こ 

よ る。 

therapon は奉仕する者の 立場をあ られすや 

や誇りをこめたことばであ り，やむをえず 奴隷 

の身におとされている 召使たちが， 自分たちの 

ことを言いあ られす自称 語 でもあ る 舩 。 主人が 

召使の有用性を 考慮し，奉仕者として 自分にづ 

くしてくれることを っよ く意識しているばあ い 

には，蔑称が 排されて therapon という表現を 

とることもあ る。 

P 福の神コのなかで ，およそ労働といら 労働 

は，すべてだれがするのかという 話がもち出さ 

れたとき，主人クレ ; ュ ロスは「いまあ んたが 
  
言ったようなことは ，すべてわしらのために 奉 

公人たち (therapontes) が骨折ってくれる」と 

言い，それをきいた 相手 ( 貧乏神 ) も「で は， 

ど う やって奉公人たち (therapontes) を手に入 

れるのだ ? 」とたずねている㈱。 この二人の意 

誠 には「わしらのために」苦労してづくしてく 

れる奴隷たち ， という考慮があ ったとおもわれ 

る 54) 

おなじ劇のなかで ， カリナ オ ンの家にへ ルメ 

エ ス神がたずねてくる 場面では，「いそいで 走っ 

・ て 行って，主人を ょべ ，それから奥さんと 子供 

たち，それから 奉公人たちを (therapontas) 。 5, 」 

というぐあ いに，奴隷たちを 家族の者とならべ 

てあ げているが，ヘルメ ヱス 神にしてみれば ， 

これらの者はすべて 自分に奉仕してくれる 人間 

であ り，いや人間でなくとも ，たとえ犬や 啄で 

あ っても， そのとき空腹 をかかえていた へルメ 

ヱス にとっては，あ りがたい奉仕者なのであ る。 

あ まりふかく心理学的に 立ち入ることはできた 

いにしても，少くとも へルメエ スは召使たちに 

対して， しいたげられた 奴隷の姿をそのとき 想 

52)  ほかにも d 拮 konos がっかわれる o v. S5. 

53) 且 ．， 518f. 

54) Scholia には「奴隷たちは 苦労して仕事をする」 
とあ るが，二人の 話者は， この苦労を奴隷たち 

がすべてひき ぅ けてくれることを 期待している 

のであ る。 
55) PZZ., 1103 sq. 

いえがいてはいなかったにちがいない。 

奴隷であ る召使たちが ， 自分たちのことを ょ 

ぶときには， なるべく蔑称をさげて ， いくらか 

でも自尊心を 傷つげないですが therapon とい 

うことばをつか ぅ の ほ ， 当然のこととおもわれ 

る 。 福の神が舞いこんで ，にわかに裕福な 生活 

をおくるようになった クレ、 ュ ロスの奉公人力 

リオ オ ン は 言っている 0  「あ っしらの提灯はた 

ちまち象牙作りになった。 それにあ っしら奉公 

人たち (therapontes) は スタテ，ル 金貨で，丁 

半あ そびをしているあ りさまだ。 。 " 」 もしもこ 

の therapontes を d 田 bi とか oiketai とかとい 

うことばで言えば ，事実としての 奴隷をあ らわ 

すにはちがいないが ，彼ら自身の 感   清 のこもっ 

た 表現とほならないだろう。 つまり， therap6n 

という名称にこめられた 奉仕者の意味を 知れ 

ば， 奴隷というイメージをくつがえそうとする 

次元の異なった 召使の姿が想い う かんでくるの 

であ る。 

アスクレ ェピ オスの神殿の 参詣に ， 付き人と 

して主人のおともをしたカリナ ォソ が，奴隷 

( ドゥクロス ) ということはを ，奉公人 ( テラ ポ 

オ ン ) ということばにすぐおきかえて ， 自分の 

ことを語ったのも ， それなりの理由があ った ね 

げであ る。 

S5.  使 そ使 

アリストパ ネエ スのⅡ福の神」における 終幕 

は ， 召使について 興味ぶかい例をしめしてくれ 

る 。 福の神がとりっいたおかげで 人びとは裕福 

になり， 神 だのみや，神への 捧げものをしなく 
なった。 そのあ おりをくって ， ヘルメ ヱス神 自 

身とゼウスの 神官とが飢えて ，一市民の クレ、 

ュ ロスの家へころがりこんでくる。 戸口で門番 

のカリ オオ ン とへルメヱス 神との一問一答がか 

わされる。 

ヵリオオ ン 

それじゃ，神さまがたを お ぎざりにして ， あ 

56) i み ずイ ．， 815   
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なたはここにとどまろうってわ け ? 

ヘルメ エ ス 

おまえたちのところにいる 方が，ずっとまし 

六二 i@-0 

カリナ オ ン 

なんだって ?  逃亡するのがかっこ よ く見え 

るのかい ? 

ヘルメ エ ス 

いい暮しをするためなら ， どこだって祖国だ 

よ 。 

カリ オオ ン 

あ っしたちのところにいて ， あ んたにどんな 

役に立つんだ るう ね ? 

ここでは へルメエ スが戯画化されて ，逃亡奴 

隷のようにあ っかわれ，奴隷であ る ヵリオオ ン 

の方が主人の ょう な立場で話がすすめられてい 

る。 いろいろな仕事が 列挙されだあ と， ヘルメ 

エ スの役割がきめられる。 

ヘルメ エ ス 

じゃ， わたしは競技 係 になる ょ 0 それで文句 

はなかろう ? 「福の神」には 一番ぴったりし 

ているからね ，音楽や運動競技をおこ なう っ 

てことは。 

カリ オオ ン 

よび名をたくさんもっているのは 得 だな 肋 。 

この人はそれで 食 う あ てがみつかったという 

わけだ。 道理で審判員たちが よ くなん枚もの 

登録事に記名したがるわけだ。 

ヘルメ ヱス 

ではそういうことで ，わたしはなかひ こ 入る ょ 。 

カリ オオ ン 

57) ヘルメ ュス が押界でうけもつ 役割は， この「 福 
の神コにも列挙されているよさに ，江守として 
の 守護神や商業神をはじめ ，道案内 ( 道祖神 ), 
伝令，それに 取り引き ( ペテン ) の名手でもあ る， 
この詐欺的行為のために ， ヘルメ エ スは オリュ 

ムポス の他の神がみよりも 軽視されている。 こ 
の カリ オオ ンとの対話も ，ヘルメ エ スの取り引 

きの技術の一面をあ らわしていると 言えよう。 

いいとも，井戸のところへ 行って， 自分で臓 

物を洗ってくれ ，すぐにでも 使役の， d だ 0 レ ， ん dg) 

らしく見えるよ う に た 58, 。 

ヘルメ エ スは自分が意図する 競技係の審判員 

とはまったく 別の役目をさせられる 召使にな 

る。 ここで演じられているへ んメヱス は ， 二つ 

の点で重要であ る。 一つは逃亡奴隷が 自分で身 

売りをするさまをえがいていること ， もう一つ 

は召使としてはだらく 仕事の分担に 関してであ 

る。 

奴隷の逃亡 は ついてはすでにふ " だが，逃亡 

しだ奴隷はかならずしも 自分がのぞんで‥ い た よ 

う な仕事にあ りつげるわけでほない ，ヘルメ エ 

ス は ( 神ではあ るが， ここでは身売り 奴隷とし 

て考えると ) 自分がもっている 技術を十分に 発 

揮できる仕事にあ りついだとほ 言えない。 アリ 

ストテレ ヱス が言 う よ う 。 こ ，奴隷が一種の 生 き 

た 道具であ るならば，ヘルメ エ スは，道具とし 

ての価値はそれほど 高く評価できないことにな 

る 。 

また，一般に 奴隷を っかぅ 主人は， 国分の必 

要とする用事をなしとげてくれる 適当な奴隷を 

手に入れた い のは当然であ るが， そ " はたいて 

いのばあ い困難であ るので，奴隷を 入手後，み 

づから仕事を 教えこむということがしばしばお 

こなわれた㈱。 しかも奴隷にあ だえられる仕事 

は ，つ らい，危険性の 多 い ，時間のかかる 労働 
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58)@ Ar ． ， PI ．   

5g)  Thomas  Wiedemann,  G Ⅰ ピピゐ a 刀は Ro 梯 口れ 314. 
very 。 Croom@ Helm ， London ， (L981)@ p ・ 124   

Xenophon ， The@ Householder ， 7@ (41)   

60)  T.  Wiedemann, o 力 ・ C ゴニリ p. 130 ・ Paulus, f Ⅰ 0m 

D ピ ⅠⅠ e65@  book  Ⅰ・ (D 穫   ge ⅠⅠ 14)  5.8)   
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召使 (O Ⅰ etes) とは意味が異なり ，特殊なばあ 

いにしかつかわれない。 その用例も， アリスト 

パ ネ、 エ スの作品では ，名詞として af& だル四 (d 棄 - 

konoS) の形で ( 格変化した形もふくめて )4 例 

が見られるだけであ る "' 。 

d 逼 konos の性格についてほ ，つぎの『 鳥 』の 

なかの問答によって ，かなり明瞭に 理解しうる 

であ ろう。 

ニ ウエル ピデニ ス 

ところで，おまえはいったいなんという 動物 

だ ね ? 

はまし ぎ 

おれなんざ ぁ 奴隷 Cd 田 os) の 鳥さ 。 

エタエ ル ピデヱス 

闘鶏かなにかで 敗 げたのか ? 

はまし ぎ 

そ う じゃなくて， 主人がやつがしらになった 

とぎ ，使役 (d 逼 konon) の家来をかかえてお 

くために ぬ ， おれも鳥になるようにと 主人は 

祈っだのさ。 

ェ ウェル ピデヱス 

へ え， 鳥でも使役 (diakon めかなんかが 要る 

のかい ? 

はまし ぎ 

うん， あ のかた ほ ね。 最初，人間だったから 

だとおもうよ。 それで， パフェロ ン の小はぜ 

を食いにいと 言えば，天皿をとりあ げて小は 

ぜの方 へ 駈けて行くのはこのおれ さ 。 スタブ 

がほしいとか ， やれ柄杓だの 土瓶だの要ると 

なりゃ，柄杓の 方へおれがすっとんで 行くん 

だ） 0 

ェ ウェル ピデヱス 

これぞまさに 駈 げっ こ ， 鳥 0 ところで 駈 げっ こ 

，島君， ひとっ走りしておまえさんの 主ノ、 をこ 

61)  引用例にあ げたよ う に， 予血 卯木 ( 主格 ) m1 コ ， 
0 Ⅰ し に た 0 レのひ ( 属格 ) (2 コ ， S ㎡ ん ovov ( 対格 ) C コで， 

ほかに形容詞として 6% ん 0 レ抗大 C コ ，動詞とし 
て S 鰍 ，。 。 鏑 (2 コがあ る。 

62)  本稿 S  l. 

こナこ よんでくれないか。 " 。 

ここにも前節の 奉公人 (therapon) の例に見ら 

れたように，奴隷 (d 田 os) という一般用語と ， 

使役 (d 逼 konos) という特殊用語が ， 注意ぶか 

くでかいわげられていることに 気づく。 

diakonos の一つの特徴は ，主人の命令を 即座 

に実行に う つし，二つの 対象関係をとりむすぶ 

ために走りまわるところにあ る。 「はましぎ」 

が 主人の命令に 即応し，土瓶 ょ ，柄杓 ょ， と 走 

りまわるの ほ d 逼 konos とよばれるにふさわし 

い 。 

そのまえの例で ， カリ オオ ンが へルメエ スに 

対して d 逼 konos ということばをもちいたのも ， 

おそらく へルメエ スを自分の使役としてつか ぅ 

魂胆があ ったためであ り，彼はさっそくその 場 

で，ヘルメ ヱス に臓物あ らいの用事を 言いつげ 

ているのであ る。 

アイスキュロスの『縛られたプロメ ェテ ウ 

ス』では， ゼウスの使者として ， プロメ ヱテタ 

スのもとへさしむげられた へルメエ スを ， プ " 

メヱテタ スが d 五 konos とよんだことはすでに 

のべた ぬ 。 元来，ヘルメ ヱス の性格にはく 伝令》 

の 属性があ り， d 五 konos という名称が 適してい 

る。 もちろん， アリストパ ネエ スは， それを承 

知したりえで ，彼の喜劇に 召使としてへ ルメヱ 

ス を登場させたのであ ろう。 

プラト オ ンの『ポリティコス ( 政治家 ) 』によ 

ると，役所で 公文書をつくる 下役人や，伝令使 

たちの集団や ， さらに神の意志をとりっ ぐ 神官 

や予言者までもふくめて ，すべて召使という 

名称で ょ ばれている " 。 この召使の性格は 使役 

(d 伍 konos) であ って，文書，伝言，予言のとり 

63) Ar., Or., 69 ～ 81. 

64) v. sl. 
65) 円 aton, POo1., 290A-D. Ar., PZ. の終幕で， 
伝令 神 ヘルメ エ スにつづいて ， ゼウスの神官が 

登場し，これも へルメエ ス同様に， クレミュロ 

スの使役となる 0 く召 ( 吏 ) のなかに伝令や 神官を 
とり入れたアリストパ ネエ ス と プラト オ ンの 著 

作 との共通性は 注目に価いしよ ワ 。 
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つぎ役であ る。 このことはアリストバネヱ ス の 

『 鳥 」に登場する 虹の女神 イ イリスについても 
  
言える，この 女神は虹によって 橋渡しをする 性 

質上， "diakon ㍗とよばれ，使役の 意味が保持 

されている 卸 。 

召使だちが， なんらかの使命をおびて ぅご き 

まわるとき，彼らは 召使，すなわち 奴隷として 

自分を意識するよりも ，伝令役としての 自分の 

立場を考慮する ， F 女の議会』で ，「お お ，幸福 

な 民衆，幸運なあ だし」 と言いつつ登場してく 

る 女 召使には，陰気な 奴隷の暗さは 見られな 

い。 彼女ほ プ レ ピ， p ス という主人の 召使であ 

るが， 自分のことを「あ たしは走り使い (d 宙 - 

konos) なんです」 と， 近所の者に紹介してい 

る㈹。 事実，彼女ほ プ レ ピュ ロスの妻に命じら 

れて， 主人と娘たちを 町からつれもどさなけれ 

ばならない役目があ るのだ。 

このように，伝令と 命じられた仕事を 同時に 

実行すると ぎ ，特別の事情がないかぎり ，召使 

たちを di 燕 onos ( 使役 ) とょ び， 彼らも自分た 

ちをそのように ょぶ 。 
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ざまな性格をおび だ 奴隷であ る，もし彼に 名称 

をあ たえるとしたら ， まず奴隷 (dulos) であ り， 

家事に従事している 召使 (oiket 臣 :S) であ り，彼 

自身に言わせれば ，忠実な奉公人 (therapon) で 

あ ろう。 彼は主人の使者として 行動しているわ 

けではないから ， 使役 (diakonos) とは言えない 

が ，主人にしたがって 旅をしだその 行 九は奴隷 

の仕事の一つであ るから， それに対応する 名称 

は ， 他のぱあ いと同様， あ るにちがいない。 し 

かし作品のなかで は， 彼に対してそのような 特 

別の名称は見あ たらない 湘 。 ヵリ ナォ と よ く   
66)  Ar., Or., 1253. 4 イリスはつねに 押界の使者 
として登場する。 cf.HesiodosT 届 o9o れぬ ， 780 ・ 

Hom. 刀 ．， 2,  3, 5,  8,  etc.  多数。 

67)  Ar., E ゑ ・， 1116. 

似ている人物で ， クサンティア ァス というのが 

いる 棚 。 彼も主人にしたがって 旅に出るが， そ 

のような仕事に 従事する奴隷に 対して，特別の 

名称はもちいられていない ，。 ， 。 

カリ オオ ンもクサンティア ァス も 主 / 、 のお丁半 

をして旅に出ていながら ， なぜそういう 仕事に 

対応する彼らの 名称がな い のか， あ る L. 、 ほ なぜ 

少くともアリストパ ネ、 ヱス によってもちいられ 

なかったのか ，問題は彼らの 行動のなかにひそ 

んでいる。 

主人と奴隷との 関係は， なんらかの仕事を 媒 

今 にしてむすびついているが ，その仕事の 内容， 

種類 は 屋内と屋外とでは 異なるし，労働や 技術 

の 相違によっても 異なる。 さら。 こ 性別，年齢別 

@ よっても異なってくるだろう。 それらの諸点． 

を 考慮して，奴隷が 労働する分野を 大別すると， 

家事に関する 仕事をする家事労働，家内工業を 

中心とする屋内生産労働，農地，海洋，鉱山を 

基盤にする屋外生産労働であ る 濃 。 奴隷はその 

いずれの分野においても ，独立して仕事をする 

ことは不可能で ，かならず自由市民たちの 監督 

のもと @ こ 仕事をしなければならない。 

カリ オオ ン と クサンティア ァス が属する仕事 は ， この う ，コ @ あ き らかに家事労働であ る。 そ 

れは屋内であ れ，屋外であ れ，家族もしくは 主人 

への直接奉仕を 意味する，したがって 主人が旅 

に 出たとしても ，それに随伴して 主人の助力を 

する奴隷は，パンをこねたりの ，炊事をしだり ， 3) 

68) 『福の神」でもちいられているく 奴隷 ) をあ らわ 
す 名称 は ， duIos,  oiketeS,  pais,  therapon  の 4 

種 。 
69, Ar., 脇 ・ F 蛙 』に登場する 召使，主人ディオ ニ 

ュ ウソ ス とともに下界へ 旅をする。 

70)  「 蛙コ でもちびられているく 奴隷 ) をあ らわす 
名称は， duIos,  oiketes,  pais,  paidion  の 4 種 
で ， 類型的にほ『福の 神 d の奴隷よりもとりあ 

っ か い かたが一般的，抽象的であ る。 

7U  ブラト オ ンは自由市民のもつ 技術を分類してい 
るが，そのうち ， 商業にたずさわる 老をも召使 

的 奉仕着とし，生産技術と 区別している。 FoZ., 
289E ～ 290 、 A   

72)@ Ar ． ， Hi ． ， 65   

73)@ Ar ．， Ach ，， 1003 ， PI ．， 1169 ， Hi ．， 419   
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する奴隷と同様に ， く 召使 ) と よ ばれる者であ る。 

旅に出て，主人や 家族の荷物をかついだり ，。 ，， 

提灯をもったり ゅ しても，それほその 奴隷に割 

りあ てられた定まった 仕事ではなく ，召使なら 

ばしなければならない 奉仕なのであ る 祀 。 旅 びこ 

出ると荷物をかつぐのが ，一般の召使たちの 仕 

事であ れば，そのような 労働によって 特殊化さ 

れる召使の名称はない。 それゆえ， ヵリオオ ン 

の主人は召使 (OiketeS) ということはでカリ オオ 

ンをよんだのであ る 7 の。 

しかし，召使ではあ っても， カリ オオ ン や ク 

サンティア ァス のように，たえず 主人のそばに 

ついてまわる 者は，やはり 特殊な仕事に 従事し 

ていると言えるだろう。 子供のそばにつきそ つ 

て ，子供の助力者となる 者が paidagogos とい 

う名称をもつよ 刊こ ，主人の直接の 助力者とな 

る者もなんらかの 名称をもつはずであ る。 実は 

すでに前節においてその 例を見た 7 ③。 d ㎡ ス 0u660 レ 

Sca だ。 0 レ 。 レ ( 使役の家来 ) ということばがそれであ 

る 。 d 簗 konos は使役であ るが， akol Ⅱ thos は 

「つぎしたがう 者 」であ る。 したがって上例は ， 

「つきしたがう 使役」でもあ るし，「使役として 

つぎしたがう 者 」でもあ る。 

前 415 年， アテ エ ナ イ がアルキビア デヱス を 

指揮官にして ， シシリィ 島 遠征に出航しようと 

した矢先，市内のへ ルメヱス像 ( 道祖神 ) がこ 

とごとく破壊されるという 事件が生じた。 その 
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とぎ ，その事件の 真相なるものを 密告した者が 

いた。 それは居留外国人と akolUthos, その他 

女性市民であ った 79) 。 ここでつかわれている 

akoI 丘 thos は，たしかに 一般の奴隷ではなく ，た 

えず主人のそばをはなれず ，主人とたえず 行動 

をともにしていた 召使でなければならない 0 そ 

うであ ればこそ，密告の 情報入手もできたほず 

だからであ る 0 歴史家トクキュデ イデヱス が， 

ここで 荻 0l 廿 thos の語をもちいたのも ，かなり 

の 必然性を感じさせる。 

akol 母 thos は主人の側近であ り，従者であ り， 

もっとくだげたことばで 言えば，腰元であ る。 

主人のそばにいて 主人の助力をするのは 屋内ば 

かりとはかぎらない。 トゥキ ，ディ デヱス が 別 

の 箇所でのべている よう に， アテ エ ナイ軍が シ 

、 ン リィ 島 遠征に失敗して ，無惨な撤退させざる 

をえなくなったとき ，重喪兵や騎兵は 通常， 自 

分たちで食糧を 携帯することはないのに ，それ 

を運搬する akol 巨 thos たちがいなくなったり ， 

また彼らを信用できなくなったり ， あ るい ほ 逃 

亡したりしたので ，めいめい自分たちの 手では 

こ はな げればならなかったと 言 う 80)0 ここで言 

われている側近たちは ，戦場にあ って，主人の 

武具や携行 用 をになり助力者であ る。 

プラト オ ンは，思慮ぶかい 人間はなにをすべ 

きかという問題について ， クレイニ アァスとア 

テエ ナ イ から来た客人とが 論議する対話のなか 

で， 荻 0l Ⅱ thos という語をつかっている 0 「とも 

かく，神にはどういう 行為が愛であ り，また従順 

な者 (akol Ⅱ thos) なのであ ろうか ?8,, 」つまり， 

神にしたが ぅ者 とはどんな行為をする 者であ る 

か， という問いかけであ るが， この akolathos 

にもく随従 ) の意味がこめられている。 

しかし， クセ / ポオ ンが紹介している クリト 

ブ クロス とソ オクラテ ヱス との対話のなかで ， 

「そのあ とで， それに付随するものを ( 荻 0 憶 - 

thon) きみにお教えしよう 82, 」と言うばあ いは， 

80)  モ みずり・， 7. 75   

81)  Pl., 0 タ・ c ん ・ 716c   

82)  Xen., Oiko. 3.2   
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因果関係として 密接にむすびついたものであ っ 

て，随伴の意味がつよい。 その意味では ， アリ 

ストパネヱ ス の " Ⅹ血切㎡が 0C 86S TaKo ス oU タは   
て仮沖だ碗 8 ㊤ " ( ぼろにはつきもののあ れもいた 

だきたい ) という， ディカイナポリスのせりふ 

と 同類であ る。 

主人のそばにくっついてまわる 召使が akol 丑 - 

thos とよぼれるならば ， ヵリ ナォ ン はこの種の 

タイプからはずれることがわかる。 その証拠 

に ，彼は参詣から 帰宅すると，主人のそ ば から 

はなれ， 日常，彼が ぅげ もってし、 る 使役 ぬ や伏 

事 85, や 門番 "6) の役目についているのであ る。 も 

っとも， これは喜劇の 舞台であ るから，一人で 

いくつもの役目をこなさねばならないという 特 

殊 事情はあ るが，彼が演じている 召使の仕事の 

どれをとっても akolUthos とよぶにふさわしい 

ものはほとんど 見 あ たらない。 これは『 蛙 」の 

クサンティア ァス についても同様であ る， 主ノ、 

の 信用をえて側近として 労役に服すること は， 

奴隷にとってはかなり 困難であ り， したがって 

一般の召使にくらべてその 数がすくなかった と 

も 考えられる。 

F なの議会 ] のなかで， いわゆる共産主義的 

世界を目ざして 奮闘するプラクサゴ ラ は，貧富 

の差をなくし ，万人が平等の 生活をおくらね。 ば 

ならないことを 主張するが，その 一節 こ ，「多数 

の 奴隷 (andrapodois) をつかっている 者がいる 

かとおもうと ，一人の腰元 (akol 廿 thos) もつか 

っていない老がし、 る ，ということのないように」 

とのべている 8 の。 andrapodon は ，あ きらかに， 

人間を道其の ょう に見たてて， それを数多く 所 

有するという 感覚に根ざしていること は であ 

り， akoIUthos は主人に忠実な 助力者としての 

奴隷をあ らわし， その両者を ， ァ リスト " ネ 、 エ 

スは一つのせりふのなかで ，実に効果的にっ か 

いわけている ， 

この例から見ても ，主人の片腕となるような 

信頼のおげる 召使は，おそらく アテエ ナイ市民 

の家庭には数すくなく ， またそれだげに 貴重な 

存在であ ったにちがいな L. 、 。 

( つづく ) 

( 横浜国立大学経営学部教授 コ 

83)@ Ar ， ， Ach ． ， 438   

8 ん あ こり・， 230f   

85)@ ibid ， ， 321   

86)@ ibid ， ， 1097   87)@ Ar ， ， Ek ． ， 593   


